
今月の主な内容 今月の表紙
このほど町営住宅「福井第３団地」が完成し、

１０月２０日関係者出席のもと竣工式が行われ
ました。（福井樫山団地にて）
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完
成
し
た
町
営
住
宅
は
、
土
地

開
発
公
社
が
平
成
10
年
か
ら
販
売

し
て
い
る
住
宅
用
地
６
区
画（
１
，

２
０
３
㎡
）
に
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
て
４
棟
８
戸

を
建
設
し
た
も
の
で
す
。

住
宅
の
概
要
は
木
造
２
階
建
て

で
１
棟
に
２
戸
を
配
置
し
、
１

戸
当
た
り
の
建
築
面
積
は
約
75

㎡
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
で
駐
車
場
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は

１
億
３
，
２
１
６
万
円
（
用
地
費

を
除
く
。）

竣
工
式
で
寺
本
町
長
は「
今
後
、

こ
の
町
営
住
宅
に
子
ど
も
さ
ん
を

含
め
多
く
の
方
々
に
入
居
し
て
い

た
だ
き
、
小
川
地
区
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

せ
で
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
９
月
に
入
居
者
の
募
集

を
行
い
、
今
月
よ
り
入
居
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
の
皆
様
方
に
は
工

事
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
人
口
対
策
の
一
環
と
し
て

町
営
住
宅
「
福
井
第
３
団
地
」　

竣 

工
!! 

10
月
20
日
（
月
）、
福
井
地
区
に
お
い
て
町
営
住
宅
「
福
井
第
３
団

地
」
新
築
工
事
の
竣
工
式
が
、
関
係
各
位
の
出
席
の
も
と
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

大 地震の発生に備えて
～ 地 震 は 必 ず 起 こ り ま す ！！～

南海トラフ巨大地震が発生すれば、県内で最大震度７
の揺れと最大１９ｍの津波【海南市は最大８ｍ・最短到
達時間は３９分】が襲来すると想定されています。

また、東海・東南海・南海３連動地震が発生する確率
は１０年以内では２０％、３０年以内では７０％と想定
されています。

　津波避難の心得
●地震が起きれば「津波てんでんこ」にならい迷わず逃

げる。
「てんでんこ」とは、家族にも構わず各自で高台に逃
げることです。

●津波避難三原則
「想定にとらわれるな」・「最善を尽くせ」・「率先避難
者たれ」

●警報・注意報が解除されるまで沿岸部には戻らない。
　津波は繰り返し襲ってきます。

海南警察署　℡ ０７３－４８２－０１１０

全国一斉「女性の人権ホットライン」
　　　強化週間を実施します！　　　

～女性の人権にかかわる悩みごとについて相談に応じます。～

期　　間　　１１月１７日（月）～２１日（金）
８時 30 分～ 19 時　　　

　　　　　　１１月２２日（土）・２３日（日）
10 時～ 17 時　　　

電話番号　　０５７０－０７０－８１０
　　　　　　（全国共通ナビダイヤル）

※相談は無料、秘密は厳守されます。夫やパートナーか
らの暴力、ストーカー、職場における性的嫌がらせな
ど、女性をめぐるさまざまな悩みごとについて相談に
応じます。

※法務局職員又は人権擁護委員が相談に応じますので、
お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】　☎（０７３）４２２－５１３１
（和歌山地方法務局人権擁護課内
　　　　和歌山県人権擁護委員連合会）

神　　　事

テープカット
( 写真左より小椋議長、寺本町長、上芝福井区長 )

室　内（1 階）
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11
月
11
日
～
12
月
10
日

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

『
愛
の
手
で
築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
ち
を
き
れ
い
に

町
民
一
斉
清
掃
を
実
施

毎
年
、
期
間
中
に
は
、
紀
美
野

町
人
権
委
員
会
、
人
権
擁
護
委
員

会
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
協
力
の

も
と
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。人

権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
で

す
。本

町
が
め
ざ
す
「
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ

て
の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
人

権
や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題

と
し
て
捉
え
、
そ
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、「
人
権
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を

提
供
し
、
自
分
自
身
に
よ
る
「
気

づ
き
」
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

期
間
中
の
主
な
啓
発
活
動
の
日

程
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。
ご

家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
の
ぼ
り
の
設
置
（
町
内
各
所
）

◆
街
頭
啓
発 

11
月
２
日
（
文
化

セ
ン
タ
ー
）、12
月
４
日（
各
小
・

中
学
校
ほ
か
）

◆
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展 

11
月
１
日

～
３
日
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）　

◆
町
民
大
学
講
座（
人
権
講
演
会
・

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
）
11
月
22

日
（
中
央
公
民
館
）

◆
人
権
相
談　

中
央
公
民
館
・
地

域
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
（
12
月

４
日
）

※
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
５
）
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
お
陰
で
、【
４
３
１
，
８
５
９
円
】

と
い
う
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
募
金
は

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄
化
と
啓
発
活
動

＊
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生
を
め
ざ
し
生
活
し
て
い
る
方

へ
の
激
励
、
援
助
活
動

＊
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た
め
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人

達
の
更
生
を
助
け
る
た
め
の
激
励
、
援
助
活
動

そ
の
他

＊
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々

の
花
植
え

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共
に
歩
ん
で
い
く
更
生
保
護
女
性
会

を
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
し
、
紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　
（
会
員
67
名
）
会
長　

森
田　

佳
子

10
月
19
日
、
町
民
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
紀
美
野

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
提
唱

し
、
毎
年
５
月
と
10
月
の
第
３
日

曜
日
に
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
当
日
は
各
地
域
で

早
朝
よ
り
多
く
の
方
々
が
道
路
脇

や
側
溝
の
清
掃
、
捨
て
ら
れ
た
ご

み
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
集
め
、

大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
更
に
美
し
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

道路脇を清掃する住民の皆さん（希望ヶ丘地区で）

多くのごみが役場駐車場に搬入されました。
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国保野上厚生総合病院だより　　 （職員紹介　）

居宅介護支援事業所
現在、国保野上厚生総合病
院居宅介護支援事業所（ケア
マネージャー）で勤務してい
る堀　正明、中谷幸子、石本
雅代、南　延恵です。
入院したり、病気になった
りすることで日常生活動作が
低下し、介護が必要となるときがあります。介護に対する不安や相
談のある方はお気軽にご連絡ください。事前に連絡を頂きましたら、
ご自宅までお伺いさせて頂きます。
・介護保険の要介護認定の手続きがわからない。
・介護保険のサービスを受けたい。
・自宅で介護をしていく上でわからないことがある。
・福祉用具、住宅改修のことを相談したい。
■連絡先　電話０７３－４８９－２６８０（直通）
　　　　　　　０７３－４８９－２１７８（厚生病院代表）
　　　　　　　（月曜日～金曜日の８：３０～１７：１５）

１

「 海 南 税 務 署 か ら の お 知 ら せ 」
「税を考える週間」〔11月11日（火）～ 11月17日（月）〕

テーマ：「税の役割と税務署の仕事」
平成 26 年度の「税を考える週間」は、「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、税の役割や適正・

公平な課税と徴収の実現に向けた取組とｅ－ＴａｘをはじめとしたＩＣＴ（情報通信技術）化に関する
諸施策について紹介します。

○税の役割
国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすこと

のできない公共サービスを提供するため、様々な
行政活動を行っており、その活動のために必要な
経費を賄う財源が「税金」です。

国税庁では、この納税義務の履行を適正かつ円
滑に実現するために、様々な取組を行っています。

○ ICT（情報通信技術）化を通じた納税環境の整備
国税庁では、「確定申告書等作成コーナー」や

「e-Tax」の改善のほか、国税庁ホームページによ
り、納税者が適正に申告・納税が行えるよう納税
の意義や税法の知識、手続等について様々な情報
提供を行っています。

●紀州漆器まつり・家庭用品まつりへの参加
日程：11 月１日（土）
内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ

●紀美野町農林商工まつりへの参加
日程：11 月 23 日（日）
内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ

●小学生の税の習字展（優秀作品 10 点）
日程：11 月 11 日（火）～ 11 月 25 日（火）
　　　９時 30 分～ 18 時（25 日は 16 時まで）
場所：海南駅構内海南市物産観光センター

●確定申告書等の作成は国税庁ホームページで！
　～確定申告書等作成コーナー～
《書面で出力し印刷するなら電子証明書
（住基カード等）やＩＣカードリーダライタが要りません。》
＊　計算誤りがありません。
＊　24 時間操作可能です。
＊　出力（印刷）した申告書に押印して、郵送で提出できます。
　　（添付書類は申告書と併せて提出する必要があります。）
＊　作成したデータは保存することができます。

作成コーナーで検索

☆国税庁ホームページ内「ご紹介します　
税の役割と税務署の仕事」に「動画で見
る税務署の仕事」などの情報を掲載して
います。

☆税に関する情報は国税庁ホームページへ
　　～ http://www.nta.go.jp ～

問い合わせ：海南税務署
（電話 073-482-0900）

○ e-Tax をはじめよう！　～国税電子申告・納税システム～
自宅や事務所などからインターネットを利用して、

１　所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税、法
人税及び復興特別法人税、贈与税、酒税及び印紙税の申
告

２　全税目の納税
３　申請、届出等　

の各種手続をすることができます。
平成 26 年６月からスマートフォン等で一部の手続等について

e-Tax がご利用いただけます。
○国際的な取引への対応

国税庁では、国際的な取引への対応として、国際的租税回避
への対応をはじめとした適正 ･ 公平な課税の実現のための取組、
国際的な二重課税の防止等のための相互協議、租税条約等に基づ
く情報交換を行っています。

写真は、左から堀 正明、南 延恵、
中谷幸子、石本雅代、
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10
月
９
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
紀
美
野

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第

９
回
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
が
開
か
れ
、
51
人
の
方
々

が
秋
晴
れ
の
も
と
熱
戦
を
繰
り
広

■
日　

時

11
月
30
日
（
日
）　

17
時
よ
り

■
場　

所　

旧
志
賀
野
小
学
校

「
志
賀
野
冬
フ
ェ
ス
タ
」
に
先

立
ち
、
紀
美
野
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
き
み
ち
ょ
ん
」
に
よ
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
を
行
い
ま

す
。
ま
す
ま
す
賑
や
か
に
冬
の
夜

を
彩
る
電
飾
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ス
タ
は
12
月
７
日
、
11
時

方
を
対
象
に
、
９
月
か
ら
初
心
者

向
け
に
野
菜
作
り
を
行
う
農
業
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
農
機
具
の
使
い

方
や
農
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
説

明
し
、
実
際
に
畑
を
耕
し
、
畝
を

作
り
６
種
類
の
野
菜
の
種
蒔
き
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
基
礎
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。
」
「
勉
強

に
な
っ
た
。
」
等
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
業
中

汗
を
か
き
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

第
３
回
目
は
12
月
６
日
開
催
の

予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る

町
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
９

月
20
日
）
」
に
ち
な
ん
で
地
区
の

社
寺
・
集
会
所
・
公
園
の
清
掃
や

周
辺
の
草
刈
り
、
雑
木
の
伐
採
、

道
路
の
缶
拾
い
等
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
町
内
の
美
化
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。

げ
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
９
ホ
ー
ル
）

数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。（
敬
称
略
）

よ
り
開
催
で
す
。今
年
も
凧
作
り
、

餅
つ
き
、
焼
き
芋
、
出
店
、
生
演

奏
な
ど
、
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族

が
楽
し
め
る
企
画
を
ご
用
意
し

て
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
「
志
賀
野
ブ
ロ
グ

（http://am
eblo.jp/shigano-

blog/

）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

未
来de

志
賀
野

■
後
援　

紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ

赤
阪
惠
子

０
９
０
‐
１
０
２
８
‐
３
５
９
０

紀
州
マ
ル
イ
チ
農
園

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
６
０
１

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

開
か
れ
る
!!

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会
奉
仕
の
日
」

清
掃
活
動
を
実
施
!!

町
内
各
老
人
ク
ラ
ブ

志
賀
野
冬
フ
ェ
ス
タ
・

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
!!

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

【男性】　　　　　
　優　勝　前中　徹哉　（永　　　谷）50
　準優勝　高垣　正幸　（下　佐　々）51
　３　位　土橋　勇　　（動　　　木）53

【女性】
　優　勝　硲　　艶子　（神野市場４）47
　準優勝　弓庭　美鶴　（毛　原　宮）50
　３　位　中谷多加子　（毛　原　下）51

上位入賞者の皆さん

地
区
集
会
所
周
辺
の
植
え
込
み
の
手
入
れ
を
行

う
有
ノ
木
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
（
９
月
30
日
）
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平成26年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：11 月 10 日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：11 月　4 日（火）・18 日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所　　：11 月　5 日（水）・19 日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　　：11 月 12 日（水）・26 日（水）　℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所

○コアラ　　　　11 月　6 日（木）9 時 30 分〜 11 時 30 分　子育て支援センター（お散歩）
○カンガルー　　11 月２0 日（木）9 時 30 分〜 11 時　　　　総合福祉センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月曜日〜金曜日（土・日・祝は休み）（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 11 月 10 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせと栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2、第 4 木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 11 月 27 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせと栄養士による栄養相談

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。
　　　　　町内保育所でも相談を来所、電話などで行っています。
　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
11 月 10 日（月）　　　
　　（受付）9 時 30 分〜 10 時 30 分

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）	
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11 月 12 日（水）　　　9 時〜
11 月 26 日（水）　　13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制） 11 月 10 日（月）　10 時 30 分〜 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕  平日（8時30分～17時15分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）℡４８９－２４３０

〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（11月の日程）
■場所　総合福祉センター
■とき　毎週水曜日　５日、12日、19日、26日
■時間　９時～ 11時　■対象者　住民すべての方
■内容　健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後の
よりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じま
すので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

「前向き子育てプログラム」
講演会 参加者募集

「子育てってたいへん・・・・」「なんで言うこと聞かないの・・・」
誰もが持っている子育ての悩み。ちょっとした方法や技術を学ぶ

ことで、子どもとの関わりを良い方向に変えることができます。
子どもの自尊心を育み、子育てを楽しく前向きにしていくために、

必要なヒントをお伝えします！
講師　トリプルＰジャパン

理事・スーパーバイザー　　家 本　めぐみ　先生
■日　時　１１月２２日（土） １０時～１２時 
■対　象　お子さまをお持ちのすべての親、親を支援されている
　　　　　すべての方
■定　員　１００名
■場　所　紀美野町総合福祉センター ３階
■託　児　１５名程度（先着順）（託児の対象は０歳から小学２年
　　　　　生まで。託児は１１月７日（金）までに予約が必要）
■参加費　無料（託児も無料）
■講演会参加申し込み締め切り　１１月１９日（水）
■申し込み先・問い合わせ先
　　　　　保健福祉課　℡４８９－９９６０
■主催　和歌山県

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

認
知
症
の
人
や
家
族
、
支
援
者
、
一

般
の
人
が
少
し
ず
つ
リ
レ
ー
を
し
な
が

ら
、
一
つ
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル

を
め
ざ
す
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ–

Ｒ
Ｒ

Ｏ
Ｗ
２
０
１
４
」
が
10
月
11
日
（
土
）、

御
坊
市
役
所
―
大
阪
府
岬
町
役
場
間
で

あ
り
ま
し
た
。

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
、
認
知
症
へ
の
理
解

を
広
め
、「
認
知
症
の
人
と
伴
走
で
き
る

社
会
」
を
め
ざ
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
認

知
症
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
が

２
０
１
１
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
北

海
道
か
ら
広
島
ま
で
の
本
線
（
２
，

５
０
０
㎞
）
に
加
え
、
今
年
は
初
め
て

和
歌
山
コ
ー
ス
が
副
線
と
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
か
ら
は
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
の
人
や
専
門
職
な
ど
約
60
名
が
、
揃
い
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
参
加
し
、
海
南
市
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
か
ら
紀
三
井
寺
競
技
場
ま
で
約
18
㎞

間
、
有
田
チ
ー
ム
か
ら
受
け
取
っ
た
１
本
の
タ

ス
キ
を
和
歌
山
チ
ー
ム
に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
沿

道
や
中
継
地
点
で
は
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆

け
つ
け
、
声
援
を
お

く
り
盛
り
上
げ
て
く

れ
、
参
加
者
・
応
援

者
・
実
行
委
員
そ
れ

ぞ
れ
が
、「
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
っ
て
誰
が
つ
く
る
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

紀
美
野
町
で
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
徘
徊
模
擬
訓
練
な
ど
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
・
紀
美
野

町
」
を
め
ざ
し
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方

11 月   4 日（火）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時

総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２９０８

℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

11 月 19 日（水）

美里支所
　9 時 30 分～ 12 時

総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９

ＲＵＮ ＴＯＭＯ－ＲＲＯＷ
（ＲＵＮ伴＜ランとも＞）が開催されました！

今回、和歌山県立医科大学附属病院肝疾患相談支援センターが、
海南保健所で「肝炎無料出張相談」を実施します。

慢性肝炎は、放っておくと肝硬変、肝がんに進行します。和歌
山県の肝がんの死亡率は高く、肝がんを予防するためには適切な
肝炎治療が必要です。

Ｃ型肝炎については、今年９月に安全で効果の高い治療薬が認
可されるなど、今後、画期的な新薬が次々に登場し、専門医によ
る最適な治療を受ければ、ほとんどの患者が治る時代が来ます。

Ｂ型肝炎についても、お薬を飲み続けることで肝炎の進行をお
さえることが可能です。

肝疾患相談支援センターが、最適な治療を受けるためのお手伝
いをしますので、お気軽にご予約ください。

■日　時　11 月 19 日（水）10 時～ 15 時
■場　所　海南保健所 ( 場所：海南市大野中９３９)
■参加費　無　料
■予約方法  
　電話予約（予約先：０７３ ‐ ４４１ ‐ ０８５０
　　　　　　　　　　　　　（肝疾患相談支援センター））
　予約後、キャンセルの方は必ずご連絡ください。
■相談内容　・肝炎の診断および治療について
　　　　　　　（肝疾患全般について）
　　　　　　・肝炎医療費助成について　　　　　　　　
　　　　　　　（相談時間は約１時間を予定）

「 肝 炎 無 料 出 張 相 談（ 和 歌 山 県 立 医 科 大 学 附 属 病 院 ）」の 開 催 に つ い て
～ 最適な治療を受けるために ～

マリーナシティにて

ランナーの名前が書かれたタスキをつないで
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町
税
の
納
付
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。
税
収
確
保
及
び
納
期
内

に
納
税
い
た
だ
い
た
方
と
の
公
平

を
確
保
す
る
た
め
、
紀
美
野
町
、

和
歌
山
県
、
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
で
は
、
11
月
・
12
月
を
『
合

同
滞
納
整
理
強
化
月
間
』と
し
て
、

滞
納
者
の
財
産
（
給
与
、
不
動
産

な
ど
）
の
差
押
え
を
集
中
的
に
行

う
な
ど
、
合
同
で
滞
納
整
理
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め

る
べ
き
税
金
の
他
に
延
滞
金
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滞

納
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法
律

に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ

り
な
く
、
給
与
や
不
動
産
な
ど
財

産
の
差
押
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
至
急
役
場
ま
た
は
金
融
機

関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き

な
い
方
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
納
税
方
法
等
に
つ

い
て
税
務
課
ま
で
必
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

軽
自
動
車
検
査
協
会
へ
の
電
話

問
い
合
わ
せ
が
、
平
成
26
年
10
月

１
日
（
水
）
よ
り
「
軽
自
動
車
検

■
日　

時　

11
月
18
日
（
火
）

　

９
時
に
文
化
セ
ン
タ
ー
を
出
発

し
ま
す
。16
時
頃
に
解
散
予
定
。

■
行　

先　

高
野
山（
金
剛
峯
寺
・

壇
上
伽
藍
、
自
由
行
動
）

■
定　

員　

50
名
（
バ
ス
２
台
）

■
参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
拝

観
料
・
保
険
代
）
当
日
徴
収
し

ま
す
。

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
弁
当
、
必

要
に
応
じ
て
雨
具
。

有
料
施
設
見
学
料
（
自
由
行
動

査
協
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
の

一
括
対
応
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
旧
電
話
番
号
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
新
電
話
番
号
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
検
査
協
会　

和
歌
山

事
務
所

旧
電
話
番
号　

０
７
３
‐
４
３

３
‐
４
６
５
５
（
９
月
30
日
ま

で
）

※
新
電
話
番
号　

０
５
０
‐
３
８

１
６
‐
１
８
４
６
（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）

の
時
）
自
己
負
担

■
締　

切　

11
月
12
日
（
水
）
ま

で
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

定
員
と
な
り
ま
し
た
ら
お
断
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　

役
場
美
里
支
所　

産
業
・
建
設

室
℡　

４
９
５
‐
３
４
６
２　

　

FAX　

４
９
５
‐
３
３
３
４

た
だ
し
、
電
話
の
場
合
は
、
９

時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
17
時

に
お
願
い
し
ま
す
。（
土
日
、

祝
日
は
除
き
ま
す
。）

防災行政無線を用いた　　　　　　　　
　　　　情報伝達訓練の実施について

地震や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を
行います。

この訓練は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）を用い
た訓練で、紀美野町以外の地域でも情報伝達訓練が行われます。

（１）訓練実施日時　平成 26 年 11 月 28 日（金）　11 時 00 分ごろ
（２）紀美野町が当日実施する訓練は次のとおりです。

情報伝達手段 放　　送　　内　　容

防災行政無線

町内に設置してある防災行政無線から、次のよう
に放送されます。

【放送内容】
　　　上りチャイム音
　＋　「これは、テストです」　　３回繰返し
　＋　「こちらは、紀美野町役場です。」
　＋　下りチャイム音

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻
撃などの緊急情報を、国から人工衛星
などを通じて瞬時にお伝えするシステ
ムです。

【問い合わせ】　総務課特別対策室　　
　　　　　　　℡ ４８９ ‐ ５９１２

11 月は「ねんきん月間」、
11 月 30 日（いいみらい）は「年金の日」です！

日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年 11 月を「ね
んきん月間」と位置付け、国民の皆さまに公的年金制度に対す
る理解を深めていただくための普及・啓発活動を積極的に行い
ます。

主な活動は、次のとおりです。
◆年金相談の窓口として全国各地で「出張年金相談」の開設
◆国民年金保険料が未納となっている方への納付の勧奨
◆大学・高校などの教育機関や事業所等へ出向いての年金セミ

ナーや年金制度説明会の開催
◆年金委員の皆さまを対象とした研修会の開催

また、今年から、ねんきんネットなどを活用してご自身の年
金記録や年金受給見込み額を確認し老後の生活設計に思いを巡
らしていただくことを目的に、11 月 30 日を「年金の日」とする
ことになりました。

今年の 11 月 30 日（日）は、毎月第２土曜と同様に「週末相談日」
として開所します。（平成 26 年 11 月の「週末相談日」は、8 日（土）
と 30 日（日））

【問い合わせ】　和歌山西年金事務所お客様相談室　
℡ ４４７－１６６０　

11
月
及
び
12
月
は

『
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
』

で
す

軽
自
動
車
検
査
協
会
　
和
歌

山
事
務
所
の
電
話
番
号
変
更

の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

紀
美
野
史
発
見
部
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
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臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

（
や
す
ら
ぎ
園
）

■
職　
　

種

①
介
護
職
員

②
パ
ー
ト
職
員
（
朝
）

■
採
用
予
定
者
数

①
②
と
も
若
干
名

■
応
募
資
格

①
②
と
も
特
に
問
わ
な
い

■
年　
　

齢

①
②
と
も
制
限
な
し

■
勤
務
場
所　

海
草
郡
紀
美
野
町

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
の
募
集
受
付
が
11
月
１
日（
土
）

よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
高
等
工
科
学
校
と
は
、

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７　

特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ

園
内

■
選
考
方
法　

面
接
試
験　
　

■
選
考
日　

随
時　
　

■
勤
務
時
間

①
早
出
・
日
勤
・
遅
出
・
夜
勤
・

土
日
祝
祭
日
勤
務
可
能
な
人

②
７
時
～
10
時
迄
の
３
時
間
勤
務

（
週
５
日
程
度
勤
務
可
能
な
方

に
限
る
。（
朝
食
時
の
配
膳
・

食
事
介
助
等
）

■
待　
　

遇

①
日
額　

８
，０
０
０
円
。
別
途
、

通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手
当
・

夜
間
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務
手

当
支
給
・
６
ヶ
月
経
過
後
月
額

職
員
に
登
用
の
途
有
り
・
社
会

保
険
完
備
、
退
職
金
制
度
、
昇

給
制
度
有
・
資
格
取
得
に
伴
う

援
助
制
度
有
り
。

②
時
給　

１
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う
え
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
持
参
。

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
事
務
局　

℡
０
７
３
‐
４

８
９
‐
３
６
３
１

男
子
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満

の
者
を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で

す
。

■
待
遇
等

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

で
、
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
当
は
、
生
徒
手
当
と
し
て
月
額

９
４
，
９
０
０
円
と
期
末
手
当
が

年
２
回
（
６
月
、
12
月
）
支
給
さ

れ
ま
す
。

衣
食
住
は
全
員
が
駐
屯
地
（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）
で
生
活
し
、

宿
舎
・
食
事
・
被
服
類
は
、
無
料

及
び
支
給
、
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
卒
業
資
格
等

卒
業
時
に
高
校
卒
業
資
格
を
取

得
し
、
陸
曹
候
補
生
た
る
自
衛
官

（
士
長
）
に
任
官
し
ま
す
。
試
験

に
合
格
し
た
一
部
の
生
徒
は
防
衛

大
学
校
学
生
、航
空
学
生（
海
・
空
）

等
の
道
へ
進
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６

和
歌
山
県
有
田
市
宮
崎
町
１
０

６
‐
２

℡
：
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６

３
１

E
-M

A
IL

：re
c

ru
itl-

w
akayam

a@
pco.m

od.go.jp

平成２７年度　　　　　　　　　　　　
保育所等入所関係手続きのお知らせ

平成２７年度保育所・こども園の入所（園）児童を募集します。
平成２７年度から野上第２保育所が野上第１保育所に統合され、そ

の野上第１保育所が幼稚園と保育所を一つの施設とした「きみのこど
も園」となります、これにより平成２６年度までは家庭内において日々
の保育に欠ける児童のみ入所可能であった保育所から、満３歳以上で
教育を希望する児童も入園可能な施設となります。

また平成２７年度からは国の定めにより保育の必要性の認定制度と
して、町の定める基準に従って認定を受け入所（園）することとなり
ます。

●対象児　紀美野町に住民票を有し、集団保育（教育）可能な児童。
入所日において満２歳以上であること。

（但し、きみのこども園・神野保育所は満１歳以上なら可）
※誕生日の翌月より入所可能となっております。

●入所申込手続き
新規に入所を申し込まれる方は、認定申請書兼入所（園）申請書

に必要事項をご記入のうえ、添付書類と共に、保健福祉課（総合福
祉センター内）または、住民室（美里支所内）に提出してください。

なお、入所（園）申請書は上記申込場所に備え付けています。
また平成２７年度途中から入所（園）を希望される方も必ず手続

きをしておいてください。入所（園）の手続きをしていない場合は、
希望に添えないこともあります。

現在すでに入所され、引き続いて入所希望される場合は、保育所
で入所（園）申請書を受け取り、受付期間内に各保育所に提出して
ください。

なお、保育料については年度当初の満年齢で計算します。
●町内保育所

きみのこども園　紀美野町動木１５６番地　　℡４８９－２１４４
神野保育所　　　紀美野町神野市場７８番地　℡４９５－２０４９
毛原保育所　　　紀美野町毛原宮２０４番地　℡４９９－０１３１

●保育時間
　　（通常保育）　　平　日　　８時３０分～１６時３０分
　　　　　　　　　土　曜　　８時３０分～１１時３０分
　　（延長保育：きみのこども園・神野保育所のみ）
　　　　　　　　　平　日　　７時００分～１９時００分
　　　　　　　　　土　曜　　７時００分～１３時００分
●受付期間　　　平成２６年１１月４日（火）～１１月２８日（金）
■問い合わせ・申し込み

紀美野町総合福祉センター内保健福祉課（℡ ４８９ ‐ ９９６０）
又は美里支所住民室（℡４９５－３４６４）
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
日
時　

11
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

19
時
～（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

紀
美
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会 

■
後
援　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

・
海
南
市
教
育
委
員
会
・
海
南

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
35
年
、
「
こ
と
ば
」

と
向
き
合
っ
て
き
た
村
上
信
夫
さ

ん
が
、
こ
と
ば
を
武
器
に
し
な
い

で
楽
器
に
す
る
「
と
っ
て
お
き
の

話
」
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
講
演
会　
―
紀
美
野
町
家
庭
教
育
支
援
事
業
―

「
嬉
し
い
こ
と
ば
が
自
分
を
変
え
る
」

講
師 

村
上
信
夫 

さ
ん

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　

秋
の
囲
碁
・
将
棋

大
会
の
ご
案
内

■
日
時　

11
月
16
日
（
日
）

　

９
時
30
分
集
合
【
時
間
厳
守
】

■
場
所　

中
央
公
民
館
和
室

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も

　
　
　
　
　
（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費　

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

※
昼
食
費
含
む
・
当
日
徴
収

■
賞　

優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
・

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
申
し
込
み　

11
月
13
日
（
木
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

■
そ
の
他　

申
込
み
多
数
の
場
合
、

分
か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会
囲

碁
部
・
将
棋
部

　

月
の
天
文
教
室

「
出
張
天
文
教
室　

町
文
化
祭
～

宇
宙
旅
行
を
し
て
み
よ
う
～
」

■
日
時　

11
月
１
日
（
土
）
～
３ 

日
（
月
祝
）
９
時
～
16
時
30
分

（
３
日
の
み
９
時
～
15
時
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
概
要　

星
空
の
立
体
映
像
を
見 

な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
自
分

で
操
作
し
て
、
自
由
に
宇
宙
を

旅
行
す
る
気
分
を
体
験
し
て
み

よ
う
！
土
星
や
銀
河
系
、
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
銀
河
な
ど
行
先
は
思

い
の
ま
ま
。
晴
れ
た
ら
望
遠
鏡

で
太
陽
や
夕
方
の
月
を
見
ら
れ

る
よ
。

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

　

月
の
天
文
教
室

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
惑
星
分
光
観
測
衛
星
『
ひ
さ
き
』

が
明
ら
か
に
す
る
惑
星
オ
ー
ロ
ラ
最
前
線
」

■
日
時　

12
月
７
日
（
日
）
14
時 

～
15
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
講
師　

木
村
智
樹
さ
ん

■
所
属　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研

究
所
学
振
特
別
研
究
員

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
３
年
、
京
都
生
ま
れ
。

こ
れ
ま
で
、『
お
は
よ
う
日
本
』

『
ニ
ュ
ー
ス
７
』『
育
児
カ
レ
ン

ダ
ー
』『
ラ
ジ
オ
ビ
タ
ミ
ン
』『
鎌

田
實
い
の
ち
の
対
話
』
な
ど
を
担

当
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
分
野

で
活
躍
。

現
在
は
、「
嬉
し
い
言
葉
の
種

ま
き
」
を
し
な
が
ら
、
文
化
放
送

『
日
曜
は
が
ん
ば
ら
な
い
』
月
刊

『
清
流
』
連
載
対
談
～
と
き
め
き

ト
ー
ク
な
ど
、
新
た
な
境
地
を
開

い
て
い
る
。

東
京
・
恵
比
寿
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
で
月
１
回
『
村
上
信
夫
の
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
』
を
開
催
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事

務
局 

下
神
野
小
学
校

（
℡
４
９
５
‐
２
０
１
９
）

’14

12 11

in

第
32
回
町
民
大
学
講
座
・

紀
美
野
町
人
権
研
修
会

「
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
」

　

講
師 

草
野 

仁 

氏

■
日
時　
11
月
22
日
（
土
）
18
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

※
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

５
日　

３
Ｄ
ジ
オ
フ
ィ
ク
ス
で

あ
そ
ぼ
う

12
日　

静
電
気
実
験

19
日　

お
は
な
し
会

26
日　

魚
つ
り
ゲ
ー
ム

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

お
は
な
し
会

12
日　

防
災
の
お
は
な
し

　
　
　

マ
イ
ト
イ
レ
作
り

19
日　

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会

26
日　

サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う

海
草
・
有
田
文
化
協
会　
　

文
化
交
流
会
開
催

９
月
26
日
（
金
）
海
草
・
有
田

文
化
交
流
会
が
、
広
川
町
民
会
館

で
開
催
さ
れ
、
紀
美
野
町
か
ら
は

森
会
長
・
寺
中
副
会
長
・
佐
々
本

副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
文
化
交
流
と
い
う
こ

と
で
海
草
・
有
田
各
地
区
の
文
化

協
会
の
情
報
交
換
、
ま
た
湯
浅
町

教
育
長
に
よ
る
「
男
山
焼
き
に
つ

い
て
」
の
お
話
を
聞
き
、
そ
の
後

男
山
焼
会
館
に
移
動
し
、
実
習
体

験
（
焼
物
制
作
）
を
し
ま
し
た
。

出
来
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。

紀
美
野
町
人
権
委
員
会
だ
よ
り

人
権
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し

ま
し
た
。
各
種
団
体
研
修
及
び
一

般
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
中
央
公

民
館
図
書
室
に
て
貸
し
出
し
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
そ
し
て
父
に
な
る（
１
２
５
分
）

息
子
を
取
り
違
え
ら
れ
た
二
つ

の
家
族
。
血
の
つ
な
が
り
か
、
共

に
過
ご
し
た
時
間
か
。
突
き
付
け

ら
れ
る
慟
哭
の
選
択
。

（
第
66
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

審
査
員
賞
受
賞
作
品
）

○
風
立
ち
ぬ
（
１
２
６
分
）

（
宮
崎
駿
監
督
作
品
）

○
人
生
、い
ろ
ど
り
（
１
１
２
分
）

葉
っ
ぱ
を
売
っ
て
年
商
２
億
円

―
四
国
の
小
さ
な
町
で
起
こ
っ
た

奇
跡
の
実
話

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・　

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

「
二
胡
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
二

胡
の
ミ
ニ
体
験
」

■
日
時　

11
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時（
予
定
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

読
み
聞
か
せ（
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
）

二
胡
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ミ
ニ
体
験

（
二
胡
来
堂
）　

　

中
国
四
千
年
。
悠
久
の
二
胡
の

音
色
と
読
み
聞
か
せ
で
１
日
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。

―　国体をもっと楽しく　―

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

森
木
香
湖
（
第
２
保
）

森
木
瑠
香
（
第
２
保
）

【
２
０
０
冊
】

山
本
百
華
（
野
小
４
年
）

西
隂
地
美
月（
小
川
小
６
年
）

前
部
屋
光
玖
（
下
小
５
年
）

【
３
０
０
冊
】

大
竹
莉
愛
（
野
小
５
年
）

【
１
２
０
０
冊
】

中
原
葵
（
野
中
１
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
神
の
子
」　
　
　

薬
丸
岳
･
著

「
い
そ
ぶ
え
」　

谷
村
志
穂
･
著

「
日
本
人
な
ら
見
て
お
き
た
い
ニ

ッ
ポ
ン
の
絶
景
」　
　
　

枻
出
版

「
し
ー
っ
！
」
ク
リ
ス
･
ホ
ー
ト
ン
･
作

「
か
え
っ
て
き
た
へ
ん
し
ん
ト
ン

ネ
ル
」　
あ
き
や
ま
た
だ
し
作
・
絵

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
雨
の
狩
人
」　

大
沢
在
昌
･
著

「
す
え
ず
え
」　
　

畠
中
恵
･
著

「
冷
凍
保
存
で
す
ぐ
で
き
る
絶
品

お
か
ず
」　

ワ
タ
ナ
ベ
マ
キ
･
著

「
へ
い
わ
っ
て
す
て
き
だ
ね
」

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史
･
作

「
ダ
ン
ゴ
ロ 

ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　

タ
ダ
サ
ト
シ
･
作

★
臨
時
休
室
の
お
し
ら
せ

11
月
23
日
（
日
）
文
化
セ
ン
タ

ー
図
書
室
は
臨
時
休
室
い
た
し
ま

す
。
本
の
返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホッケー基礎講座（その１）
◇競技の紹介◇

男女とも、競技フィールドはバックライン 60 ヤード
(55m)、サイドライン 100 ヤード (91.4m) の長方形で、サッ
カー場よりもひとまわり小さい感じです。ゴールはハンド
ボールとほぼ同じような大きさで、ゴール前にサークルと
呼ばれるシューティングゾーンがあり、その中からシュー
トされたボールが入れば得点となります。

試合は 1 チーム 18 名で、フィールドに立つことができ
るのは 11 名以下。選手の交代は試合中自由にでき、同じ
選手を含め何回でも行えます。競技時間は前・後半各 35
分で、間に 5 ～ 10 分のハーフタイムが入ります。

ゴールキーパー以外は手を使う事ができず、スティック
でボールをコントロールします。スティックは木製等で長
さは使用する選手の好みによって多少の違いはありますが
およそ 1m 弱、ボールはプラスティック製で野球の硬球ほ
どの大きさ、硬さは硬球よりも硬く、シュート時のボール

スピードは時速 150 ～ 200km 近くにもなります。
しかも、シュートは、ゴール前のシューティングサー

クル内で打たれたボールでないと得点にならないために、
ゴールキーパーはヘルメット、レガード、プロテクター、
肘パッドなど頑丈な防具で身体を守ります。試合は 1 ゴー
ルを 1 点とし、得点を多く入れた方が勝ちとなります。

また試合の審判はスピーディーなホッケーゲームの流
れを正確にアンパイアリングしなければならないため、2
名で行われ、どちらも同じ権
限を持ちます。試合の開始は
フィールドのセンターでのセ
ンターパスで始まり、その後
両チームの選手によって得点
を競い合います。

2015 紀の国わかやま国体
国体推進課（℡ 489―2700）

 

 ホッケー
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
　
そ
の
百

「
長
谷
宮
（
は
せ
宮
）
地
域
の
道

路
と
交
通
」
そ
の
３

９
月
号
で
長
谷
宮
を
中
心
に
往

来
し
た
古
道
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
た
が
、
今
月
は
現
在
に
向
け
て

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

古
文
書
に
よ
る
と
当
時
、
長
谷

宮
に
は
５
ヶ
所
に
橋
が
あ
り
ま
し

た
が
、
水
が
出
る
た
び
に
橋
が
流

さ
れ
て
通
行
で
き
ず
不
便
な
思
い

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
人
々
の
道
路
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
根
本
的
な
対
策

が
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

明
治
22
年
旧
六
ヵ
村
が
合
併
し

て
長
谷
毛
原
村
が
誕
生
し
、
道
路

整
備
に
力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
明
治
33
年
に
村
長
に
選

ば
れ
た
黒
田
恵
一
郎
氏
は
当
時
と

し
て
は
思
い
切
っ
た
構
想
で
あ
る

現
在
の
海
南
高
野
線
の
道
路
を
立

案
し
、
村
議
会
に
は
か
り
34
年
こ

の
大
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
最

初
に
村
の
一
番
奥
に
巾
一
間
（
1.8

ｍ
）
の
り
っ
ぱ
な
道
路
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
村
長
い
わ
く
「
奥
か

ら
作
り
始
め
た
ら
途
中
で
や
め
る

わ
け
に
い
か
な
い
。
な
ん
と
し
て

も
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ま

で
出
来
た
分
が
、
役
に
立
た
な
く

な
る
の
で
少
々
の
苦
労
が
あ
っ
て

も
、
必
ず
や
り
と
げ
る
こ
と
に
な

る
の
だ
。」
と
。

当
時
の
村
の
財
力
も
決
し
て
豊

か
で
は
な
く
、
工
事
も
な
か
な
か

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
37
年
に
黒

田
氏
が
村
長
を
辞
し
て
か
ら
も
自

分
の
財
産
を
つ
ぎ
込
み
、
村
内
の

工
事
が
終
わ
る
と
下
流
の
国
吉
や

神
野
の
村
々
に
工
事
を
続
け
る
よ

う
呼
び
か
け
つ
つ
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
村
内
屈

指
と
い
わ
れ
た
黒
田
家
の
財
産
も

底
を
つ
い
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
大

事
業
も
重
大
な
危
機
を
む
か
え
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
黒
田
家
の
長

男
儀
助
氏
が
父
親
の
生
涯
を
か

け
た
大
事
業
を
完
成
さ
せ
る
た

め
、
自
社
の
収
益
の
中
か
ら
多
額

の
資
金
を
下
流
の
村
々
へ
寄
付
さ

れ
、
こ
の
事
業
を
受
け
継
い
で
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
金
額
は
年
２
，

０
０
０
円
～
３
，
０
０
０
円
と
い

わ
れ
、
当
時
の
日
当
が
15
銭
～
20

銭
の
時
代
で
す
か
ら
、
大
変
な
金

額
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
親

子
二
代
に
亘
っ
た
大
事
業
は
着
工

以
来
20
年
目
の
大
正
９
年
に
総
工

費
20
万
円
を
投
入
し
て
完
成
し
ま

し
た
。

こ
の
道
は
現
在
も
旧
美
里
町
の

幹
線
道
路
と
し
て
、
生
活
を
支
え

る
大
動
脈
の
役
割
を
持
っ
た
「
い

の
ち
の
道
」
と
な
っ
て
た
く
さ
ん

の
車
が
往
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の

黒
田
さ
ん
の
遺
徳
を
た
た
え
て
、

毛
原
、
国
吉
、
上
神
野
に
頌
徳
碑

が
立
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
郷
土
発
展
に
一
生
を
か
け
た

黒
田
恵
一
郎
氏
の
尊
い
志
を
振
り

返
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
し
ょ
う
。

ー　わが町サークル　ー
「Presentation of E.C.C.“Venus”class
（英会話サークル“ヴィーナス”）」

　メンバーは6名（男2名、女4名）で40～60代
です。内容はＣＤやテキストを使い、リスニン
グやスピーキングをしています。勿論、メン
バーや時事のニュースを出来るだけ英語で話す
ようにしています。お茶を飲んだりお菓子を食
べたりして、良い雰囲気のなかでレッスンをし
ています。会員の中には、何回も海外に行って
いる人もいます。外国人に話しかけられるよう
になり、気後れをしなくなったことが一番のメ
リットかもしれません。
　その他、会員の中で“熊野古道”を歩きに
行っています。（参加自由）興味のある方
は、サークルをのぞきに来てください。We 
welcome you from the bottom of our hearts．
（皆様を心より歓迎いたします。）
■日時　

毎週金曜日
19時30分～21時

■場所　
中央公民館
会議室　

皆
で
協
力
で
き
た
通
学
合
宿

10
月
１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
）

に
中
央
公
民
館
で
通
学
合
宿
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
野
上
・
小
川
・
下
神
野

の
３
小
学
校
34
名
の
児
童
が
参
加

し
ま
し
た
。
調
理
・
洗
濯
・
掃
除

な
ど
普
段
自
分
で
す
る
機
会
が
少

な
い
家
事
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
い
た
だ
い
た
更
生
保
護

女
性
会
・
和
歌
山
大
学
の
皆
さ
ん

の
指
導
に
よ
り
、
仲
間
と
一
緒
に

協
力
し
て
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
お
風
呂
は
地
域
の
方
々

に
も
ら
い
湯
を
い
た
だ
き
交
流
も

で
き
ま
し
た
。

【
通
学
合
宿
参
加
者
の
感
想
】

今
年
で
４
年
生
か
ら
３
年
連
続

の
通
学
合
宿
参
加
で
し
た
。
今
ま

で
と
は
違
い
今
年
は
、
３
つ
の
小

学
校
の
皆
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
皆
で
協
力
で
き
た
し
、
と
て

も
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
ま
た
３

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
料
理

の
時
の
包
丁
の
使
い
方
も
今
年
が

１
番
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

通
学
合
宿
に
関
わ
っ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

平
成
25
・
26
年
度
に
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
り
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
功
績
の

あ
っ
た
方
に
対
し
て
、
紀
美
野
町

体
育
協
会
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
長
生
拓
朗
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

◎
樋
瀬
光
稀
（
陸
上
）

◎
田
渕
美
沙
紀
（
陸
上
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
西
谷
美
咲
（
軟
式
野
球
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

◎
林
恒
夫
（
ペ
タ
ン
ク
）

◎
松
尾
祐
次
（
ペ
タ
ン
ク
）

◎
西
田
悦
子
（
ペ
タ
ン
ク
）

◎
中
岡
豪
千
（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
）

◎
橘
本
陽
子
（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
）

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
】

◎
中
谷
尚
富
（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
）

◎
弓
庭
美
鶴
（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
）

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

撮影場所：大角
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  学校だより
　『地域とともに頑張る子どもたち』

紀美野町立毛原小学校・長谷毛原中学校

2 学期はさわやかな好季節。本
校では、9 月に四校所合同運動
会（毛原保育所・小学校、長谷
毛原中学校、海南高校美里分校）、
紀美野町小畑在住の陶芸家 井澤
正憲 幸子夫妻による陶芸授業等、
地域の皆さまの力を借りた教育
活動が行われました。

10 月の秋祭り ( 今年は
20 年に 1 度の遷宮祭 ) に
は地域の皆さまとともに
祭りを盛り上げるために、
夜も「扇踊り」や「幟あげ」
などの練習に参加し、子
どもたちは充実した日々

を送りました。
地域の皆さまとの交流活動や伝統文化の継承活動

は、児童生徒にとって「頑張る力」「助け合う行動」「思
いやる心」など大人になる過程で学ぶべき道徳心を
育てる重要な機会の 1 つと考えています。そして、
そのような機会を多く持てるのも地域の皆さまの温
かい支援のおかげだと感謝しています。

次に行われる地域の皆さまとの交流活動は 11 月
16 日（日）に本校で開催される保小中合同文化祭
です。子どもたちの劇・音楽発表，子どもだんじり・
地域の皆さまによる三味線、野菜・物品・飲食バザー、
餅まきなど盛りだくさんです。紀美野町内の皆さん
も、ぜひ学校あげての文化祭にお越しください。

歌
　
の
　
小
　
道

美
術
展
出
て
よ
り
京
の
寺
巡
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

運
動
会
青
空
見
上
げ
綱
を
引
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
利
子

和
太
鼓
が
人
を
集
め
て
運
動
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

古
民
家
の
奥
座
敷
な
る
美
術
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

栗
を
剥
く
飾
り
過
ぎ
た
る
爪
を
も
て
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

見
と
れ
ゐ
て
友
と
は
ぐ
れ
て
美
術
展
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

手
花
火
の
む
く
む
く
動
く
垂
れ
玉
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

鬼
皮
は
父
に
任
せ
て
栗
を
剥
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

道
の
り
の
遠
き
を
言
は
ず
蝸か

た
つ
む
り牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
中
美
代
子

美
術
展
出い

で
て
秋
思
を
忘
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

月
を
背
に
歩
め
ば
ふ
い
に
声
か
か
る

　
　
　
　「
あ
の
月
を
見
よ
」
中
秋
の
月
　
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

楽
し
み
は
歌
番
組
が
あ
る
夜
よ

　
　
　
　
仇あ

だ

し
心
に
森
昌
子
聴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

名
の
ま
ま
に
真
清
水
わ
け
る
黒く

ろ

さ

は

沢
山
は

　
　
　
　
世せ

ぜ々
を
生
き
継
ぐ
人
ら
和
ま
す
　
　
　
　
　
　
山
本
綾
子

鈴
虫
の
鳴
音
さ
や
け
し
大
根
の

　
　
　
　
種
蒔
く
と
居を

り
朝
露
に
濡
れ
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

里
山
の
谷
添
ひ
に
咲
く
合
歓
の
花

　
　
　
　
淡
き
紅

く
れ
な
い

早
乙
女
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

く
も
り
空
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な

　
　
　
　
風
に
そ
よ
と
ど
秋
の
気
配
す
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

そ
れ
ぞ
れ
に
背
丈
の
伸
び
し
孫
達
よ

　
　
　
　
健
や
か
な
れ
と
そ
れ
の
み
願
う
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

お
だ
や
か
に
輪
を
か
き
な
が
ら
流
る
る
川

　
　
　
　
子
等
集
ま
り
て
水
を
遊
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

道
拡
げ
ト
ン
ネ
ル
通
じ
し
こ
の
里
を

　
　
　
　
　
逝
き
し
夫
に
は
語
る
す
べ
な
く
　
　
　
　
　
松
本
久
子

  天文台だより
　『デコボコがはっきり見える～！』
	 矢動丸　泰（天文台長）

子どもたちや保護者の方が望遠鏡で月を見たとき
の第一声です。先日、長年の念願だった通学合宿で
の出張観望会を実施したところ、天気にも恵まれ、
多くの方に参加して頂くことが出来ました。

合宿二日目の夜、宿題の終わった子どもたち 35
名や宿題を教えに来られていた学校の先生などに、
雲間から上弦の月を見てもらいました。また、閉校
式終了後には、更生保護女性会の皆さんや保護者の
方など 100 名あまりの方が望遠鏡を覗いてから家
路につきました。

出張観望会も天文台友の会の方々や文化センター
ブランチにお手伝いしてもらえたおかげで今年初め
て実施できました。

天文台では、町民の皆さんが本物の星空に触れて
そして楽しんで頂けるよう、これからも機会を見つ
けて、出張観望会を実施していきたいと考えていま
す。お楽しみに。
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11
月
９
日
は

【
１
１
９
番
の
日
】で
す

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時

季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日（
日
）か

ら
11
月
15
日（
土
）ま
で
の
７
日
間

に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

去
る
９
月
７
日
か
ら
９
月
13
日

ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち
な
ん

ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
及
び
灯
油
等

の
燃
料
か
ら
は
、
目
に
見
え
な
い

可
燃
性
蒸
気
が
発
生
し
ま
す
。
特

に
ガ
ソ
リ
ン
は
、
マ
イ
ナ
ス
40
℃

で
も
気
化
し
、
小
さ
な
火
源
で
も

爆
発
的
に
燃
焼
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
ガ

ソ
リ
ン
等
の
運
搬
に
つ
い
て
は
、

消
防
法
で
厳
し
い
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
ガ
ソ
リ
ン
は
ガ
ソ
リ
ン
用
の
金

属
製
携
行
缶
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

○
軽
油
は
現
在
の
と
こ
ろ
軽
油
用

と
し
て
性
能
試
験
を
ク
リ
ア
し

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要

で
す
。
も
し
も
の
時

の
為
に
、
あ
な
た
も

受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
！尚

、
現
在
修
了
証

を
お
持
ち
の
方
で
前

回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え

る
方
は
、
再
講
習
を

受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万

全
で
す
か
？
こ
の
機
会
に
、
忘
れ

が
ち
と
な
る「
火
」に
対
す
る
警
戒

心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係

者
及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

た
ポ
リ
容
器
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
に「
軽

油
」と
表
示
し
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

○
灯
油
用
の
ポ
リ
容
器
と
し
て
認

定
を
受
け
た
容
器
に
、
ガ
ソ
リ

ン
や
軽
油
を
入
れ
る
こ
と
は
非

常
に
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
及
び
灯
油
等

の
燃
料
は
可
燃
性
の
高
い
危
険
物

で
あ
る
こ
と
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
、
適
切
な
運
搬
及
び
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
紀
美
野
町
消

防
本
部　

予
防
課（
℡ 

４
８
９
‐

６
３
０
３
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
か
ら
12
時
ま

で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所　
紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限　
11
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

ガソリン携行缶及び試験確認済証（例）

９月 9 日（火）一日救急隊長
（野上厚生病院　内科外来　東尾看護師）

９月 11 日（木）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　阿部医師）

９月 10 日（水）ドクターカー運用
（野上厚生病院　外科　岩倉医師）

９月 12 日（金）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　曲里医師）

灯油用ポリ容器及び試験確認済証（例）

９月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 34（２）

10（　） 10（　）
34（２）

一 般 負 傷
交 通 事 故 ８（　） ８（　）

７（　） ７（　）そ の 他
合 計 59（2） 59（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
12
月
7
日（
日
）

平
成
26
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
実
施

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
及
び
灯

油
等
の
運
搬
に
つ
い
て

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
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１１月は、霜が降りる頃であることから「霜月」と呼ば
れるようになったということです。１１月７日は立冬、日
本は寒い時期の方が長いですね。免疫力を保つため、温か
いものを摂取し、寒さに備えましょう。寒い時期の野菜は
体を温めてくれる作用があります、旬のものを美味しく楽
しくいただく事で免疫力もアップですね。

今回のレシピは砂糖を使わないので、甘辛い煮ころがし
とはまた違い、素材本来の味わいがあります。

里芋の煮物

（材料）（４人分）　　
　　里芋　３００ｇ　　昆布（５×７㎝）　１枚
　　　　　　　　Ａ　　薄口醤油　　大さじ３
　　　　　　　　　　　酒　　　　　大さじ３
　　水溶き片栗粉　大さじ２

（作り方）
１、鍋に水１リットルと昆布を入れ２時間～３時間ほ

どおく。
２、里芋は皮をむき、上下を少し切り落とし、縦に二

等分し（里芋が小さい場合はそのまま）水に浸し
ておく。

３、別の鍋に（２）の里芋を入れ、かぶるくらいの水
を加えて強火にかける。煮立ったら茹で湯を捨て
（茹でこぼす）、もう一度新しい水から茹でて、
茹でこぼし、ざるに上げる。

４、（１）の鍋に里芋を入れ強火にかける。竹串を刺
して手応えが残る堅さになったらＡの半量を加
え、中火でさらに煮る。

５、竹串がスーッと通るくらいになったら残りのＡを
加え、軽く煮立てて昆布を取り出し、水溶き片栗
粉を少しずつ加えとろみをつける。
＊柚子の皮があれば盛りつけた時加えると香りが

良いです。
産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第53回）

編 集 後 記
11月、この季節朝夕気温がぐっと下がります。風邪などひかない

よう健康管理には十分気をつけてください。
町文化祭が１日（土）から３日（月）まで中央公民館と文化セン

ターで、また、農林商工まつりが23日（日・祝）に文化センター（木の
温もり広場）でそれぞれ開かれます。皆さん、「芸術の秋」「味覚の
秋」を楽しんでください。

紀美野町の人口

（平成26年9月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 　9,896人
 …………　男　 4,602人
 …………　女　 5,294人
 …………数帯世 4,505世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

1日（土） 9:00 〜 文化祭【～３日】 中央公民館・文化センター 生涯学習課 489－5915

9:00 〜 出張天文教室【～３日】 文化センター みさと天文台 498－0305

12:30 〜 文化祭（児童生徒発表会） 文化センター 生涯学習課 489－5915

　 2日（日）10:00 〜 文化祭（芸能大会） 文化センター 生涯学習課 489－5915

 6日（木）11:00 犬・ねこの飼い方講習会【９日(日)・２３日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

9日（日） 7:00 〜 秋のふれあいハイキング 曽爾高原（三重県） 青少年センター 489－5909

9:00 〜 国体開催記念パークゴルフ大会 ふれあい公園 生涯学習課 489－5915

14日（金） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

　 住民室 495－3471

〃 19:00 ～ 町PTA連合会講演会 文化センター 生涯学習課 489－5915

15日（土） 9:30 〜 小川地区公民館作品展示会【～１６日】 小川地区公民館 生涯学習課 489－5915

16日（日） 9:30 〜 秋の囲碁・将棋大会 中央公民館 生涯学習課 489－5915

20日（木）13:00 〜 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

22日（土）18:00 〜 第３２回町民大学講座・人権研修会 中央公民館 生涯学習課 489－5915

23日（日） 9:00 ～ 農林商工まつり 文化センター 産業課 495－5901

11月
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ペ
タ
ン
ク
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優　

勝　

有
ノ
木
Ｃ

準
優
勝　

有
ノ
木
Ａ

３　

位　

有
ノ
木
Ｂ

10
月
９
日
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

平
成
26
年
度
紀
美
野
町
交
通
安
全

推
進
高
齢
者
教
室
・
ペ
タ
ン
ク
大

会
が
開
か
れ
、
高
齢
者
15
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
高
齢
者
教
室
で
は
海

南
警
察
署
の
竹
中
交
通
課
長
か
ら

管
内
に
お
け
る
交
通
事
故
状
況
な

ど
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
講
話
が

あ
り
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
交
通

安
全
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
第
２
部
の
ペ
タ

ン
ク
大
会
で
は
、
山
本
和
美
さ
ん

（
希
望
ケ
丘
）が
力
強
く
選
手
宣
誓

を
行
っ
た
後
、
参
加
15
チ
ー
ム
が

秋
晴
れ
の
も
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ

る
と
と
も
に
、
相
互
の
親
睦
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と

第
６
回 

世
界
民
族
祭
in
真
国

盛
大
に
開
か
れ
る
!!

交
通
安
全
高
齢
者
教
室
・

ペ
タ
ン
ク
大
会

開
か
れ
る
！

広　告

１１月３０日（日）は
和歌山県知事選挙の投票日です。

みなさん、そろって投票しましょう。

投票日（選挙期日）の投票時間は次のとおりです。投票
所入場券をご確認のうえ、お間違えのないようお越しく
ださい。

第　１投票所～第１１投票所　午前７時～午後７時

第１２投票所～第２１投票所　午前７時～午後６時

※選挙当日予定等があり投票所へ出向けない方は、期日
前投票をご利用ください。
期日前投票は、１１月１４日（金）から１１月２９日
（土）まで、毎日午前８時３０分から午後８時まで役
場本庁で投票できます。

「和歌山の 未来をつくる その一票」
和歌山県知事選挙  投票日  １１月３０日(日)

10
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）、

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る「
世
界

民
族
祭
in
真
国
」（
主
催
：
同
実

行
委
員
会
／
森
谷
泰
文
実
行
委
員

長
）が
秋
晴
れ
の
も
と「
り
ら
創
造

芸
術
高
等
専
修
学
校
」（
真
国
宮

地
区
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

舞
台
で
は
国
際
色
豊
か
な
民
族

舞
踊
や
音
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
今
年
初
め
て
真
国
丹に

う生
神

社
の
御お

み
こ
し

神
輿
が
会
場
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
１
回
各
国
参
加
型

運
動
会「
ま
く
に
ん
ピ
ッ
ク
」も
開

か
れ
、
約
１
５
０
人
が
紅
白
に
分

か
れ
て
、
綱
引
き
や
玉
入
れ
、
リ

レ
ー
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
18
日
午
後
か
ら
伝
統
芸

能
ま
つ
り
、
夜
に
は「
音
楽
と
舞

踊
の
夕
べ
」が
そ
れ
ぞ
れ
催
さ
れ

ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
舞
台
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
各
国
の
舞
踊
や
演

奏
を
鑑
賞
し
た
り
、
運
動
会
に
参

加
し
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

交通安全高齢者教室

上位入賞チームの皆さん

会場内を練り歩く真国丹生神社の御神輿 まくにんピック（綱引き）


